
令和５年度 愛媛森林管理署の重点施策

～地域の林業成長産業化に向けた取組～

令和５年５月
愛媛森林管理署



１ 愛媛森林管理署版「新しい林業実行プラン」の推進

■立木販売収入と造林初期費用の比較（四国森林管理局）

○ 「新しい林業」とは、従来の施業等を見直し、開発が進みつつある新技術を活用して、伐採から再造林・保育に至る収支のプ
ラス転換を可能とする取組み。

○ 愛媛森林管理署は、植付、下刈経費の削減や省力化を目指し、Ｒ７年度を目標年とする「新しい林業実行プラン」を策定。こ
のプランに沿って、下刈回数の見直し、冬下刈の実施、植栽本数の見直し、大苗の導入に取り組む。

○ また、愛媛森林管理署は、令和元年度に小田深山国有林に造林試験地（普通苗、大苗、エリートツリーを植栽し、それぞれ
ごとに下刈回数の削減試験を実施）を設定しており、これら試験から得られた知見を県や市町、林業事業体へ普及する。

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５計画 R６計画 Ｒ７計画
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■愛媛森林管理署版「新しい林業実行プラン」

■小田深山国有林造林試験地

差２４９万円

合計３４５万円／ｈａ

場所 小田深山国有林６２い３２林小班

全体面積 ３．９８ｈａ

標高 ９２０～１，１５０ｍ

エリートツ
リー
試験区

面積 ０．１５ｈａ （２０１９年植栽）

植栽本数 スギ300本(2,000本／ｈａ) 愛媛県林業研究センター提供

下刈試験 （１）無下刈区、（２）初回下刈区

大苗
試験区

面積 ０．３４ｈａ （２０１９年植栽）

植栽本数 スギ680本 （2,000本／ｈａ）

下刈試験 （１）無下刈区、（２）初回下刈区、（３）初回・２回目下刈区

普通苗
試験区

面積 １．６０ｈａ （２０１９年植栽）

植栽本数 スギ3,200本 （2,000本／ｈａ）

下刈試験 （１）無下刈区、（２）初回下刈区、（３）初回・２回目下刈区

１誘導伐の推進



２ 国産材の安定供給と土場渋滞対策

○ 愛媛署がＲ５年度に予定する木材供給量は91千ｍ３（製品販売49千ｍ３、立木販売42千ｍ３）。R４年度に比
べ、20％増加。

○ 森林管理局と需要者の協定締結による国有林材(製品・立木)の安定供給（システム販売）を推進（Ｒ４年度24
千ｍ３→Ｒ５年度22千ｍ３）。

○ 木材供給量の増加による受入れ土場の渋滞を防ぐため、山元土場でのC材販売・大型製材工場への直送、
国有林材を搬入する新たな木材市場の開拓、間伐事業を請負う事業体と複数年契約の締結等に取り組む。

■国有林材の安定供給システム販売の仕組み
製材・合板工場

森林管理局
（国有林材） 素材生産業者

※システム販売の対象は、製品（丸太）と立木。協定の相手方は、製材工場、木材加工業者、
原木市場、素材生産業者等。
※立木のシステム販売は、複数年（3年以内）の協定、搬出期間は売買契約から原則３年以内。

※R元～R４年度は実績値。立木の製品（丸太）換算率は70％

■ 愛媛森林管理署の国有林材の供給量
（千㎥）

２

山元土場でのＣ材販売

黒滝山国有林（久万高原町）

素材生産現場

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ R４ Ｒ５

供給総量 46.1 45.6 59.2 48.4 90.5

製品販売 41.5 40.5 42.7 42.2 49.0

システム販売 23.7 22.1 21.2 24.1 22.3

立木販売 4.6 5.1 16.5 6.2 41.5

小田深山国有林（内子町）



３ 地域の安全・安心を守る山地防災力の強化

○ 近年頻発する豪雨・地震等による山地災害に対し関係機関が連携し、迅速かつ的確な初動対応を取ることが重要。
○ 愛媛森林管理署は、松野町、西条市、久万高原町の３市町と災害対応措置に関する協定を締結。また、ドローンを活用した
災害時情報収集訓練を実施。

○ 山地防災初動時における情報共有の円滑化を目指し、災害対応について関係機関との連携方法の確認等を行う四国山地
災害初動対応等強化会議や県市町、消防、気象台等が構成員となっている大規模氾濫に関する減災対策協議会への参画、
河川を所管する国土交通省と連携し流域全体で水害防止を検討する流域治水の取組（肱川流域、重信流域）など、関係機関
と連携し山地防災力の強化を進める。

■ 四国山地災害初動対応等強化会議 ■ 肱川流域治水協議会と重信川流域治水協議会

場所 肱川流域治水協議会 重信川流域治水協議会

設立目的

近年頻発している激甚な水害や気候変動による今後の降
雨量の増大と水害の激甚化・頻発化に備え、集水域から氾
濫域にわたる流域全体のあらゆる関係者が協働して、 流域
全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を計画的に
推進するために設立。

設立年 令和２年７月 令和２年８月

構成員

大洲市、西予市、内子町、伊
予市、砥部市、愛媛県、国土
交通省（河川事務所等）、農
政局、愛媛森林管理署等

松山市、伊予市、東温市、松
前町、砥部町、愛媛県、国土
交通省（河川事務所等）、農
政局、愛媛森林管理署等

事務局
国土交通省

（大洲河川国道事務所）
国土交通省

（松山河川国道事務所）

開催頻度 ２回程度／年 ２回程度／年

３
目黒山国有林（松野町）篠山国有林（愛南町）

山地防災力の
強化に向けた
治山施設の整備、

間伐等の推進



４ 地域の森林・林業を担う人材育成

林等の事業実習体験を行う。更にその一環として、愛媛森林管理署は、天然力を活用した低コスト林業に取り組むため、

○ 四国森林管理局と愛媛大学は、森林・林業の再生を担う人材育成を図るため、平成26年に連携協定を締結。
その一環として、愛媛森林管理署は、愛媛大学農学部の学生をインターンシップ生として短期間受け入れ、伐採・造

林等の事業実習体験を行う。更にその一環として、愛媛森林管理署は、天然力を活用した低コスト林業に取り組むため、
伐採跡地の天然更新調査を愛媛大学と共同で行う。こうした取組みを通じ、得られた成果を共有するとともに、愛媛森
林管理署の人材育成を図る。

○ 南予森林管理推進センター（構成員：宇和島市、松野町、鬼北町、南予森林組合）は、南予地域の林業担い手の育
成を図るため、「南予森林アカデミー」を令和４年４月に鬼北町に設立。愛媛森林管理署は、実習フィールドとして国有
林を利用してもらうなど南予森林アカデミーと連携した林業の担い手育成に取り組む。

■愛媛大学と愛媛森林管理署による天然更新調査

■四国森林管理局と愛媛大学との連携協定 ■愛媛大生インターンシップ受入れ

４

■南予森林アカデミーへの協力

森林３次元計測システムＯＷＬによる森
林蓄積の把握実習

治山工事の検査実習

天然更新調査対象地の狼ケ城山国有林（写
真上）、ササ丈よりも高く天然更新したクリ（写
真右）

南予森林アカデミー開講式（写真上）、
アカデミーの校舎（写真下）



５ 地域との連携によるニホンジカ被害対策の推進

近年、石鎚山系では、周辺地域からシカが侵入し、シカによる食害被害や下層植生の衰退が確認されている。

○ 西日本最高峰で山岳信仰の対象である石鎚山（標高1,982m）、瓶ヶ森、寒風山、笹ヶ峰などからなる石鎚山
系は、石鎚国定公園、石鎚山系森林生態系保護地域、緑の回廊などに指定され、原生的な天然林を主体とす
る四国の代表的な森林生態系である。
○ 近年、石鎚山系では、周辺地域からシカが侵入し、シカによる食害被害や下層植生の衰退が確認されている。
こうした状況を改善するため、愛媛森林管理署は、愛媛県や西条市、久万高原町、愛媛大学、森林組合、環境
NPO等で構成する愛媛県石鎚山系生物多様性保全推進協議会等と連携しつつ、委託事業によりシカ捕獲を実
施する。
○ また、シカ被害が拡大しつつある南予地域においては、委託事業や民間企業との協定に基づく捕獲により、
シカ被害対策を行う。

５

■ 愛媛森林管理署の捕獲実績
■石鎚山系におけるシカの被害状況
（「石鎚山系における生物多様性保全計画」（2022.4月、高知県）より引用）

R1 R2 R3 R4

東予 — 1 2 2

中予 — ― 2 2

南予 2 14 20 26

小型囲いワナによる捕獲

八幡山国有林（宇和島市)



６ 点状複層林（※）の施業方法に係る現地検討会

○ 点状複層林は、四国森林管理局管内に約1,200haあり、そのうち愛媛森林管理署管内に約200haが存在。上木の間伐は下木
の損傷を伴うため、これまで間伐等の保育作業は十分に行われてこなかった。そのため、令和３年度に嶺北森林管理署石原
山点状複層林、令和４年度に愛媛森林管理署蔭地山点状複層林において、上木間伐後の下木の損傷割合を調査。

○ 蔭地山点状複層林は石原山点状複層林に比べ、上木本数が２倍多いが、下木の枯死率は４８％となり、約半分の下木は生
存することが明らかとなった。

○ 点状複層林は、上木を伐採しても下木が残存するため、通常の間伐よりも伐採幅を広く設定することがメリット。このメリットを
活かし、標高が高く、スギ・ヒノキの適地とは言い難い蔭地山点状複層林は、間伐の伐採幅を広く設定し、針広混交林へ誘導し
ていく施業を検討することが望ましい。

○ 今後の点状複層林の施業方法を議論するため、現地検討会を開催する。

■石原山国有林と蔭地山国有林の比較

６

（※）点状複層林とは？

スギ・ヒノキ単層林を抜き伐りし、その跡地に下木を植栽した
上下２段の複層林のこと。

場所 石原山点状複層林 蔭地山点状複層林

上木本数 ３７５本／ｈａ ６３８本／ｈａ

上木間伐（３５％）後
の下木損傷率

２４％ ４８％

■蔭地山点状複層林の今後の施業方法（案）

雪害･･･梢端部の折損 表土･･･浅く礫多い高木性の広葉樹が多く侵入

付近に母樹となる
広葉樹が多く生育

スギ・ヒノキの生育に不適地

スギ・ヒノキの林分を維持するのではなく
針広混交林へ誘導の可能性も検討


